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映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
を
支
援
す
る

「
信
州
上
田
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」が

今
年
、
設
立
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

約
７
０
０
件
の
映
像
作
品
を
誘
致
・
支
援
し
、

名
実
と
も
に
国
内
有
数
の

映
像
支
援
組
織
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

Y E S U E D A

映
画
の
ま
ち
上
田

信
州
上
田
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
10
年
の
歩
み

映画「ゼロの焦点」
信州大学繊維学部講堂
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フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
は
？

　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
Ｆエ
フ

Ｃシ
ー

）は
、
経
済
や
文
化
な
ど
あ
ら

ゆ
る
面
で
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た「
映
画
制
作

を
無
償
で
支
援
す
る
組
織
」で
、

１
９
４
０
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
誕

生
し
ま
し
た
。
Ｆ
Ｃ
に
よ
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
・
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
が

全
盛
期
を
迎
え
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
無
償
で
支
援
す
る
の

か
と
い
う
と
、
映
画
制
作
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ

や
キ
ャ
ス
ト
な
ど
の
宿
泊
費
や
飲

食
費
、
ま
た
制
作
に
付
随
す
る
備

「
ロ
ケ
地
ガ
イ
ド
＝
Ｙ
Ｅ
Ｓ　

Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ａ
」の

制
作
を
き
っ
か
け
に
Ｆ

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
Ｃ
が
誕
生

う
え
だ
城
下
町
映
画
祭
が
ス
タ
ー

ト
。
映
画
祭
で
は
上
田
に
ゆ
か
り

の
あ
る
映
画
監
督
や
ス
タ
ッ
フ
を

招
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
上
田
の

撮
影
に
適
し
た
風
景
や
建
物
な
ど

を
ま
と
め
た「
ロ
ケ
地
ガ
イ
ド
＝

Ｙ
Ｅ
Ｓ　

Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ａ
」を
制
作
し
、

配
布
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
冊
子
が
国
内
初
の
ロ
ケ
地

ガ
イ
ド
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
東
京

で「
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設

立
研
究
会
」を
組
織
し
て
い
た
人

た
ち
の
誘
い
を
受
け
、
城
下
町
映

画
祭
の
実
行
委
員
と
市
職
員
が
、

同
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
12
年
、
大
阪
、
神
戸
、
北

九
州
な
ど
で
、
日
本
初
の「
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」が
開
設
さ

れ
る
と
、
上
田
に
も
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
つ
く
ろ
う
と
い
う

気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

映
像
制
作
を
ま
ち
の
活
性
化
に
役

立
て
よ
う
と
い
う
上
田
市
の
考
え

が
一
致
し
、
平
成
13
年
６
月
、
日

本
で
10
番
目
と
な
る「
信
州
上
田

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」が
誕

生
し
ま
し
た
。
事
務
局
は
、
上
田

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
に
置

き
、
専
従
ス
タ
ッ
フ
１
名
と
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
職
員
が
兼
務
す

る
形
で
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
時
す
で

に
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
が
始
ま
っ

て
い
た
映
画「
お
よ
う
」（
関
本
郁

夫
監
督
）が
最
初
の
支
援
作
品
に

な
り
ま
し
た
。
関
本
監
督
は
こ
の

映
画
が
縁
で
、
市
内
に
古
民
家
を

購
入
し
１
年
の
う
ち
の
約
半
年
ほ

ど
を〝
上
田
市
民
〞と
し
て
生
活
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
上
田
市
は
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
や
映
画
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
な
ど
、
年
間
１
０
０
件
近
い
映

像
作
品
の
舞
台
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
作
品
の
多
く
が
話

題
を
呼
び
、
日
本
の
映
画
史
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ　

Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ａ
」か
ら
始

ま
っ
た
ロ
ケ
支
援
。
呼
び
か
け
に

「
は
い
」と
応
え
、
す
べ
て
を
肯
定

す
る
言
葉「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」の
よ
う
に
、

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
上

田
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
映
像
制
作
者
た
ち
へ
の
支
援

活
動
を
続
け
て
行
き
ま
す
。

品
購
入
や
レ
ン
タ
ル
代
、
セ
ッ
ト

建
設
費
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
元
に

大
き
な
経
済
効
果
が
も
た
ら
さ
れ

る
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
エ
キ
ス

ト
ラ
参
加
な
ど
で
映
画
制
作
を
身

近
に
体
験
で
き
、
公
開
後
は
ロ
ケ

地
巡
り
を
し
な
が
ら
地
域
を
再
確

認
す
る
と
い
う
文
化
的
効
果
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
映
像
に
記
録
さ
れ

た
場
所
は
、
注
目
も
高
ま
り
、
観

光
地
創
造
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

北
海
道
の
富
良
野
な
ど
は
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
に
よ
っ
て
有
名
に
な
っ

た
代
表
例
で
す
。

　

日
本
で
も
、
平
成
12
年
頃
か
ら

地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
た
い

と
、
各
地
で
Ｆ
Ｃ
の
設
立
が
進
み

ま
し
た
。
現
在
、
全
国
約
１
７
０

余
地
域
に
Ｆ
Ｃ
が
あ
り
、
映
画
監

督
協
会
な
ど
映
像
制
作
関
係
者
を

含
む
約
１
５
０
の
組
織
・
団
体
が

加
盟
し
て「
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」を
組
織
し
、

国
内
や
海
外
の
映
画
制
作
者
た
ち

に
全
国
の
ロ
ケ
地
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
信
州
上
田
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
同
会
の
理
事
を
務

め
て
い
ま
す
。

Ｙ
Ｅ
Ｓ

Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ａ

　
「
ロ
ケ
を
活い

か
し
て
ま
ち
を
元

気
に
し
よ
う
」と
今
か
ら
15
年
前
、

日本初のロケ地ガイド
「YES UEDA」
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 うめ 上田はどうして映画のまちって呼ばれているんですか？
 ＦＣ 映画のロケーション撮影（ロケ）が多いからだよ。
 うめ どうして映画ロケが多いの？
 ＦＣ それはね、上田が昔から映画のロケをたくさん受け入れ

ていたからだよ。
 うめ 昔っていつ頃から？ 
 ＦＣ 大正12年から映画のロケが始まったんだよ。関東大震

災って知っているかな？地震で東京に大きな被害があっ
た年。その頃からだよ。

 うめ 東京で映画の撮影ができなくなったからかな？
 ＦＣ そうかもしれないね。
 うめ でもなんで上田に来たんだろう？新幹線なら１時間半で

来られるから？
 ＦＣ その頃は新幹線なんてないし、蒸気機関車が走っていた

んだ。東京から上田まで10時間近くかかっていたらし
いよ。

 うめ そんなに遠いのに、映画をつくっていた人たちが上田の
ことを知っていたの？

 ＦＣ 上田はその頃、東京では有名だったらしいよ。
 うめ どうして？
 ＦＣ 当時の上田は蚕種（蚕の卵）の名産地だったんだよ。全国

に出荷していたし、ヨーロッパにも輸出していて、品質
が良いことで有名だったから、蚕

さん

都
と

上田として知られて
いたんだよ。

  その頃の上田は経済的にも豊かで、文化に関心を持って
いた人が多かったらしいんだ。中でも、歌舞伎や映画が
大好きだったらしいよ。

 うめ そうなんだ。
 ＦＣ そんな中で、映画の撮影を手伝っちゃおうって考えた人

がいたんだよ。馬場直次郎さんといって、塩尻で蚕種製
造をしていた人なんだけど、いくつもの映画ロケを上田
で実現させたんだ。

 うめ そんな人が上田にいたんですね。
 ＦＣ 馬場さんをはじめ、上田の人たちの好奇心と行動力が

あったから、あの世界の黒澤明監督も上田で最初の作品
「姿三四郎」を撮ったんだよ。

 うめ すごいんだね！ 

ロケ現場
か
ら

信
州
上
田
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立
か
ら
、
市
内
で
は
多
く
の
映
画
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

撮
影
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
作
品
に
は
上
田
の
ま
ち
や
建
物
、
自
然
な
ど
が
重
要
な
舞
台
と
し
て
登
場
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

映画「理
り

由
ゆう

」
市民の森わしば山荘でロケ中の
大林宣彦監督とスタッフの皆さん。

うめちゃんが
行く！ ①

好奇心旺盛な女の子・真田うめちゃ
ん（小学５年生）が、信州上田フィル
ムコミッションのある観光会館に
やってきました。｢映画のまち上田っ
てなに？」を解明するため、職員に
いろいろな質問をします。

シリーズ
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名作を支えた上田のまち・人

映画「たそがれ清兵衛」
ロケ現場で談笑する山田洋次監督と母袋市長。

映画「私は貝になりたい」
中居正広さんらが唐沢の滝でロケ。

映画「たそがれ清兵衛」
ロケ現場で談笑する山田洋次監督と母袋市長。

映画「血と骨」
建て替え前の塩田中学校でロケ。
坊主頭になって参加したエキストラたちに、
崔
さい

洋
よう

一
いち

監督から厳しい演技指導が。

映画「零
ぜろ

」
中塩田駅で雨を降らせたシーン。地元消防団
と上田電鉄の協力で夜中に猛烈な雨が！

映画「スパイゾルゲ」
浦里小学校でエキストラと
篠田正浩監督の記念写真。
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ロケ現場
か
ら

名作を支えた上田のまち・人

「犬神家の一族」（2006年版）
故・市川崑

こん

監督

映画「博士の愛した数式」
上田城跡公園野球場で、主演のルート君を囲んで最
終打ち合わせをする小泉堯

たか

史
し

監督とエキストラ参加
した上田の少年野球チーム。

八千草薫主演のシリーズドラマ「姫さま事件帖」
姫さまの家が花篭城（上田城）という設定のため、
毎回上田城が登場。

映画「さよならクロ」
エキストラ約300人が参加して、
北小学校で学園祭シーンを撮影。

映画「７月24日通りのクリスマス」
上田で人気のロケ地・信大繊維学部講堂。

神山征二郎監督「草の乱」
浦里小学校で、エキストラ170人が参加した
自由党決起大会のシーン。
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何
故
エ
キ
ス
ト
ラ
に
？

坂
口　

最
初
は
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
の
撮
影
で
し
た
が
、
楽
し
く
て
は

ま
っ
て
し
ま
っ
て
。
エ
キ
ス
ト
ラ
歴

は
10
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

駒
崎　

知
り
合
い
に
頼
ま
れ
て
ド
ラ

マ
に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
私
も
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

（
笑
）。

臼
田　

私
の
場
合
は
、
子
ど
も
が
出

た
い
と
い
う
の
で
最
初
は
付
き
添
い

だ
っ
た
の
で
す
が
、
思
い
が
け
ず
私

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
…
。
あ
と
は
お
二
人
と
同
じ
く
は

ま
っ
て
し
ま
い
、
登
録
か
ら
早
６
年

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
い
か
が
で

す
か
？

坂
口　

つ
ら
か
っ
た
の
は
早
朝
の
撮

影
で
す
。
冬
は
寒
く
て
…
。
で
も
学

生
服
や
モ
ン
ペ
な
ど
、
役
に
合
わ
せ

て
衣
装
を
着
た
り
、
俳
優
さ
ん
の
演

技
が
近
く
で
見
ら
れ
た
り
と
楽
し
い

こ
と
の
方
が
多
い
の
で
続
け
ら
れ
た

の
だ
と
思
い
ま

す
。

臼
田　

私
も
雪
の

中
で
撮
影
し
た
時

は
本
当
に
つ
ら
く

て
、
さ
す
が
に
も

う
嫌
だ
と（
笑
）。

で
も
ま
た
次
に
参

加
し
て
し
ま
う
の

は
、
結
局
ロ
ケ
現

場
と
い
う
非
日
常

的
な
雰
囲
気
に
魅

せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
か
な
。

坂
口　

何
度
も
撮
り
直
し
た
り
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
り
、
数
秒
の
シ
ー

ン
で
も
撮
影
に
は
時
間
が
か
か
り
大

変
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
放
映
も

楽
し
み
。
作
品
を
見
な
が
ら
、
友
人

や
家
族
に
裏
話
を
し
て
い
ま
す
。

駒
崎　

私
は
エ
キ
ス
ト
ラ
を
始
め
て

か
ら
、
作
品
や
ま
ち
を
見
る
視
点
が

変
わ
り
ま
し
た
。

坂
口　

確
か
に
全
然
違
い
ま
す
よ

ね
。
何
で
も
な
い
場
所
が
、
画
面
で

は
す
ご
く
素
敵
に
見
え
た
り
…
。

臼
田　

上
田
っ

て
き
れ
い
な
ま

ち
だ
と
い
う
こ

と
が
改
め
て
実

感
で
き
ま
す

ね
。

ま
さ
に
ま
ち
中

が
ロ
ケ
地
と
い

う
こ
と
で
す
ね

坂
口　

一
般
公

開
さ
れ
て
い
な

い
と
こ
ろ
へ
行
け
る
の
も
エ
キ
ス
ト

ラ
の
特
権
で
す
。

臼
田　

上
田
に
住
ん
で
い
る
の
に
、

ま
だ
ま
だ
行
っ
た

こ
と
の
な
い
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
、
新

発
見
も
多
い
で
す

よ
ね
。

駒
崎　

私
は
フ
ァ

ン
目
線
で
ま
ち
を

紹
介
で
き
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。

フ
ァ
ン
に
と
っ
て

画
面
に
映
っ
た
上

田
は
特
別
な
ま

ち
。
ち
ょ
っ
と
し

た
路
地
裏
や
建
物
な
ど
、
地
元
の
私

た
ち
に
と
っ
て
見
過
ご
す
よ
う
な
と

こ
ろ
で
も
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
聖
地

に
な
り
ま
す
か
ら
。

臼
田　

県
外
の
知
り
合
い
に
、
上
田

で
撮
ら
れ
た
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

の
ビ
デ
オ
を
紹
介
し
た
ら
、
後
日

フ
ァ
ン
数
人
で
ロ
ケ
地
め
ぐ
り
に
来

て
、
す
ご
く
盛
り
上
が
っ
た
と
い
う

し
。

坂
口　

そ
う
い
う
話
を
聞
く
と
、
本

当
に
う
れ
し
い
で
す
ね
。

今
後
の
活
動
に
期
待
す
る
こ
と
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば

臼
田　

エ
キ
ス
ト
ラ
の
活
動
は
意
外

と
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
上
田
の
人
た
ち
が
も
っ
と
た
く

さ
ん
参
加
し
て
、
盛
り
上
げ
て
い
か

れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

駒
崎
　
友
人
を
誘
う
と
、
み
ん
な
楽

し
か
っ
た
と
い
っ
て
い
ま
す
。
撮
影

は
大
変
だ
け
ど
得
る
も
の
も
多
く
、

お
す
す
め
で
す
。

坂
口　

年
齢
や
性
別
に
応
じ
て
様
々

な
役
が
あ
り
、
ず
っ
と
続
け
ら
れ
る

の
も
魅
力
で
す
。
エ
キ
ス
ト
ラ
活
動

を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
活

性
化
で
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

臼
田　

私
は
エ
キ
ス
ト
ラ
を
や
り
始

め
て
、
上
田
が
大
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
の
暮
ら
す
ま
ち
に
愛
着
が

持
て
る
っ
て
、と
て
も
幸
せ
で
す
ね
。

エキストラ
座談会
現在、信州上田フィルムコミッションでは市内を中心
に190名の皆さんがエキストラの登録をしています。
この１月、映画やドラマなど様々なロケに参加してき
た臼田宏さん、坂口通

みち

子
こ

さん、駒崎幸
さち

世
よ

さんの３名を
お招きして座談会を行いました。

臼田  宏さん（川辺町）
出演作品／NHKドラマ「坂の上の雲」、
フジテレビスペシャルドラマ「ハッ
ピーバースデー」、映画「隠し砦の三
悪人」、映画「犬神家の一族」、映画「博
士の愛した数式」、映画「草の乱」など

坂口  通子さん（上紺屋町）
出演作品／映画「ゼロの焦点」、フジ
テレビスペシャルドラマ「ハッピー
バースデー」、怒

ど

髪
はつ

天
てん

「労働CALLING」
PV、映画「ラストゲーム－最後の早慶
戦－」、柴咲コウ「いくつかの空」PV、
映画「さよなら、クロ～世界一幸せな
犬の物語～」など

駒崎  幸世さん（新田）
出演作品／映画「ゼロの焦点」、フジ
テレビスペシャルドラマ「裸の大将
～放浪の虫が動き出したので～」、
FUNKY MONKEY BABYS「雪が降る街」
PVなど

信州上田フィルムコミッションでは、撮影にボランティアでご協力いただけるエキストラ・サポーター
を随時募集しています。 　信州上田フィルムコミッション　TEL23・5408



  上田市役所 TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹   丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹
  真田地域自治センター TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹   武石地域自治センター TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹ 
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二
台
の
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
の
響
奏

チビっ子遊び造形展

葉加瀬太郎の世界2011

わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業

日　時  ４月25日㈪午後７時開演（６時30分開場）
場　所  丸子文化会館セレスホール
出　演  葉加瀬太郎、中澤きみ子（ヴァイオリン）、臼

うす

井
い

俊
とし

樹
き

、マチェック・ヤナス（ピアノ）
曲　目  ヴァイオリンソナタ第３番ニ短調Op.108（ブラームス）
 ナヴァーラ（サラサーテ）　ほか
チケット  ２月６日㈰午前10時発売開始
 全席指定　3,900円（当日4,500円）
　丸子文化会館　TEL42・0001

　通常のツアーコンサートとは一線を画し、純クラシックに臨み続ける葉加瀬の音響機器を通さ
ない、希少な生音コンサート。上田市出身の国際的ヴァイオリニスト中澤きみ子と１日だけの限
定ディオをお楽しみください♪

　市内12園が参加した、「幼児の造形遊び」出前講座の作
品展です。様々な素材、方法で子どもたちの素直な感性
が、表現されています。創造性豊かな子どもたちの作品
の数々をお楽しみください。

◇作品展
日　時  ２月12日㈯～15日㈫午前９時～午後５時
 （最終日のみ午後４時まで）
◇ギャラリートーク「幼児の絵の魅力について」
　作品を見ながら、先生や作家が語ります。
日　時  ２月13日㈰午後１時30分～
◇共通事項
場　所  上田創造館文化ホール
入場料  無料
　東信（上小）美術会アートフェスティバル
　　実行委員会（宮下）　TEL27・2134

葉加瀬太郎さん

中澤きみ子さん
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非常勤職員を募集します

緊
急
雇
用
対
策

歴
史
に
潜
む
新
た
な
発
見

2011シリーズ文化講演会

第３回
「武将の食文化」
日　時  ３月５日㈯午後１時30分～３時15分（１時開場）
場　所  丸子文化会館セレスホール
講　師  永山久夫氏（食文化史研究家）
定　員  800名
参加費  無料
申し込み  不要
　丸子地域教育事務所　TEL42・3147

　シリーズ文化講演会の最後を飾る今回は、食事復元研究の第一人者で、NHK大河ドラマ「独
眼竜政宗」、「武田信玄」などで食膳再現も手がける永山久夫さんをお迎えします。
　武将の知られざる食文化を、豊富な知識を駆使して分かりやすく、ユーモアいっぱいに解
き明かします。

　地域の雇用状況が厳しい中、雇用機会の創出と拡大を図るため、４月以降に勤務いただく市の非
常勤職員を募集します。

採用日  ４月１日以降の予定
採用人数  47名程度
雇用期間  ６か月以内
業務内容  外国籍市民の相談（ポルトガル語等の通訳）、正規職員の事務補助、屋外での作業、図書館お

よび博物館の蔵書や資料の整理業務、保育園等における保育業務、保育園給食の調理など。
賃　金  時間給840円～（交通費別途支給）
応募資格  次の条件をすべて満たす方。
・すでに離職しているか、採用日までに離職予定である方。
・昭和26年４月２日以降に生まれた方。
・地方公務員法の欠格事項に該当しない方。
・上田市または他の自治体が実施している緊急雇用対策事業（委託事業も含む）に平成23年３月31日現
在で通算６か月を超えて勤務していない方。

・外国人登録者は、日本語による会話が可能な方。
面接試験  ２月16日㈬午前９時～午後３時に、市役所本庁舎６階大会議室で開催。事前の連絡は不要

です。その場で面接を行い、後日採用の可否を通知します。
持ち物  市販の履歴書（必要事項を記入、顔写真を貼る）、外国人登録証（外国人登録者のみ）
　 人材開発課　TEL23・5332

永山久夫氏
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お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

物件番号 所在地 種別 売却予定面積 用途

21－1－1
古里字紋蔵2062番6
（旧NHKラジオ中継
放送所跡地）

土地 682.70㎡
（約206坪） 住宅ほか

22－1－1

中央六丁目29番27ほ
か
（旧第一中学校跡地
の一部）

土地 95.50㎡
（約28坪） 駐車場ほか

22－3－1

真田町長字蓮台7166
番5
（旧上田警察署真田
町職員宿舎跡地）

土地 274.59㎡
（約83坪） 住宅ほか

●
売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札（
市
が
あ

ら
か
じ
め
決
定
し
た
予
定
価
格
以
上
で

最
も
高
い
価
格
で
入
札
し
た
方
に
売

却
）

●
申
込
期
間　

２
月
４
日
㈮
〜
18
日
㈮

●
入
札
日
時　

２
月
25
日
㈮
午
後
２
時
〜

●
入
札
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
５
階
第
１

会
議
室

　

各
物
件
の
詳
し
い
情
報
、
入
札
に
関
す

る
説
明
書
、
お
よ
び
申
込
書
は
、
公
有
財

産
管
理
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

な
お
、
現
地
説
明
会
は
実
施
し
ま
せ
ん

の
で
、
現
地
の
確
認
は
希
望
者
が
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

公
有
財
産
管
理
課

　
　

TEL
23
・
５
１
１
４

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

無
償
給
付
の
支
援
拡
大

　

ま
だ
地
デ
ジ
に
対
応
し
て
い
な
い「
全

員
が
市
民
税
非
課
税
の
世
帯
」に
チ
ュ
ー

ナ
ー
1
台
が
無
償
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
、
申
し
込
み
先
の
総
務
省
地
デ

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

申
請
に
は
申
込
書
の
ほ

か
に
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
と
課

税
証
明
書
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
市
民

税
が
非
課
税
か
確
認
す
る
場
合
は
、
市

役
所
税
務
課
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
本
人
を
証
明
す
る
も
の
を

提
示
の
う
え
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

７
月
24
日
㈰（
消
印
有
効
）

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

施
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
０
５
７
０
・
０
２
３
７
２
４

市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

●
申
告
受
付
期
間　

２
月
16
日
㈬
〜
３
月

15
日
㈫（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
、
丸
子
・
真
田
・

武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
ほ
か
出
張
会

場

　

例
年
、
年
金
受
給
者
の
寡
婦（
夫
）控
除

や
配
偶
者
控
除
な
ど
の
申
告
漏
れ
が
多
い

の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、各
世
帯
に
お
配
り
し
た「
平

成
23
年
度
市
・
県
民
税
申
告
の
手
引
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

TEL
23
・
５
１
１
５

平
成
22
年
分

所
得
税
の
確
定
申
告

●
申
告
相
談
・
申
告
書
受
付
期
間　

２
月

16
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈫（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）。
な
お
、
還
付
申
告
は
１
月

か
ら
税
務
署
で
で
き
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
す
れ
ば
市･

県
民
税
の
申

告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
確
定

申
告
の
必
要
は
な
く
て
も
、
市
・
県
民
税

の
申
告
は
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成
22
年
分
の
確
定
申
告
書
か
ら
、
提

出
用
と
控
用
の
２
枚
で
一
組
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
添
付
書
類
は
申
告
書
の
裏
面

に
貼
ら
ず
、
添
付
書
類
台
紙
な
ど
に
貼
り

付
け
て
申
告
書
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方　

①

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
の
所

得
合
計
額
が
各
種
控
除
合
計
額
を
超
え

る
方
、
②
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万

円
を
超
え
る
方
、
③
給
与
所
得
者
で
給

与
と
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
合
計
で

20
万
円
を
超
え
る
方
、
④
２
か
所
以
上

か
ら
給
与
が
あ
り
、
給
与
と
退
職
所
得

以
外
の
所
得
と
年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ

た
給
与
の
収
入
金
額
が
合
計
で
20
万
円

を
超
え
る
方
な
ど
。（
還
付
申
告
を
す
る

場
合
に
は
、
給
与
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
ら
全
部
を
含
め
て
計
算
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）。

●
申
告
す
る
と
給
与
や
年
金
な
ど
か
ら
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
方　

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を

今
月
の
表
紙

　１月９日、清明小学校の西庭で、
木町、大手町

まち

、丸堀町
ちょう

３自治会合
同のどんど焼きが行われました。
　門松や注

し

連
め

飾
かざ

り、だるまなどが
積み上げられ、点火されると勢い
良く火柱が立ちます。時おり「ボ
ンッ！」と音を立てて、だるまや、
竹が爆

は

ぜ、その音と火の熱さで、
子どもたちも、初めはおっかな
びっくり。その後弱まった火で、
柳の枝につけた繭玉を焼いて食
べ、今年の無病息災を願いました。
　最後に、どんど焼きの火の中か
ら取り出された焼き芋が配られる
と、子どもたちは、おいしそうに
ほおばっていました。

どんど焼き

お
知
ら
せ



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹
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tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
し
た
方
、
②

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
方
、
③
災

害
、
盗
難
、
横
領
に
あ
っ
た
方
、
④
年

の
途
中
で
退
職
し
再
就
職
し
て
い
な
い

方
な
ど
。

●
申
告
時
の
必
要
書
類　

①
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）、
②
領
収
書
や
証
明
書
な
ど
、

③
本
人
名
義
の
預
金
口
座
の
わ
か
る
も

の
、
④
印
鑑
。

●
個
人
事
業
者
の
消
費
税
、
地
方
消
費
税

　

平
成
22
年
分
の
申
告
・
納
付
の
期
限
は
、

３
月
31
日
㈭
で
、
振
替
納
税
の
振
替
納

付
日
は
４
月
27
日
㈬
で
す
。

●
税
務
署
で
の
申
告
相
談　

ご
自
分
で
パ

ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
、
申
告
書
を
作
成

し
ま
す
。

　

３
月
15
日
㈫
間
際
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
」を
利
用
す
る
と
最
高

５
０
０
０
円
の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ

（
今
ま
で
控
除
を
受
け
た
方
を
除
く
）、
添

付
書
類
の
提
出
も
省
略
で
き
ま
す
。

　

上
田
税
務
署　

TEL
22
・
１
２
３
４

信
州
上
田
地
域

合
同
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
各

社
の
人
事
担
当
者
が
会
社
の
概
要
を
説
明

し
、
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
21
日
㈪
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
東
急
イ
ン
・
国
際
ク
リ
ス

タ
ル
ホ
ー
ル
信
濃
の
間

●
対
象　

平
成
24
年
３
月
大
学
、
短
大
、

各
種
学
校
等
卒
業
見
込
み
の
方

　

上
田
職
業
安
定
協
会

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

無
料
申
告
相
談
会
と

青
色
コ
ー
ナ
ー

◇
無
料
申
告
相
談
会

●
期
間
／
対
象　

２
月
16
日
㈬
〜
３
月
11

日
㈮（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）／
小
規
模

事
業
所
得
者（
消
費
税
申
告
含
む
）、
給

与
所
得
者
お
よ
び
年
金
受
給
者
な
ど
。

い
ず
れ
も
、
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
を
除

く
。

◇
青
色
コ
ー
ナ
ー

●
期
間　

３
月
８
日
㈫
〜
11
日
㈮

◇
共
通
事
項

●
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
と
午
後
１
時

〜
４
時（
受
け
付
け
は
午
後
３
時
ま
で
）

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
２
階
会
議
室

　

上
田
税
務
署　

TEL
22
・
１
２
３
４

原
付
・
軽
自
動
車
の
廃
車
、

名
変
の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
登
録
さ
れ
て
い
る
名
義
人
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
月
割
課
税
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
１
年
分
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

　

実
際
に
は
、
廃
棄
、
譲
渡
、
盗
難
な
ど

に
よ
り
車
両
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
廃
車
や
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
を

行
わ
な
い
と
現
在
登
録
し
て
い
る
方
に
軽

自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
３
月
下
旬

は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
早
め
に
手

続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

原
付
バ
イ
ク
、
小
型
特
殊
自
動
車
／

税
務
課　

TEL
23
・
５
１
６
９

　
　
（
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
で
も
手
続

き
可
）

　
　

１
２
５
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク
、
軽
自

動
車
な
ど
／
長
野
県
自
家
用
自
動
車

協
会
上
小
支
部　

TEL
23
・
１
８
７
５
、

　
　

同
依
田
窪
支
部　

TEL
42
・
２
７
５
８

お
知
ら
せ

　市長表彰は、学術、芸術、スポーツなど各種分野の全国的規
模の大会等において優秀な成績を収めた方の功績を顕彰させて
いただくため、今年度新たに創設した表彰制度です。
◇スポーツ分野で活躍した選手を表彰
　昨年11月30日、市役所で、今年度の全国高等学校総合体育大
会並びに、国民体育大会において、優秀な成績を収めた５名の
選手を表彰しました。（敬称略）。

上田市長表彰 表彰式を開催

お知らせ

受賞者名 受賞理由（成績）

林　　美
み

月
づき

高校総体　アーチェリー女子個人競技／優勝

富岡　直希 国体　レスリング競技　成年男子フリースタイ
ル55㎏級／優勝

増田真七海 国体　馬術競技少年リレー／２位

高橋　龍太 国体　レスリング競技成年男子フリースタイル
74㎏級／３位

中
なか

島
じま

　未歩 国体　陸上競技少年女子共通円盤投げ／３位

◇技能五輪全国大会で活躍した選手を表彰
　１月７日に市役所で、今年度の技能五輪全国大会において、
優秀な成績を収めた選手を表彰しました（敬称略）。

受賞者名 受賞理由（成績）

上野実里菜 第48回技能五輪全国大会
　　　洋菓子製造職種／金賞

　 秘書課　TEL22･3435
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休
日
農
地
相
談
会

　

農
地
の
転
用
、
売
買
、
相
続
、
贈
与
、

地
目
変
更
な
ど
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
疑

問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
地
元
農
業
委

員
と
事
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

●
期
日
／
地
区（
場
所
）

・
２
月
26
日
㈯
／
上
田
・
塩
尻
・
神
川（
中

央
公
民
館
）

・
２
月
27
日
㈰
／
殿
城
・
豊
里（
豊
殿
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
）、
神
科（
上
野
が
丘

公
民
館
）、
丸
子
全
地
区（
丸
子
文
化
会

館
）、
真
田
全
地
区（
真
田
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
）、武
石
全
地
区（
武
石
公
民
館
）

・
３
月
５
日
㈯
／
城
下
・
川
辺
・
泉
田（
城

南
公
民
館
）、
浦
里
・
室
賀
・
小
泉（
川

西
公
民
館
）

・
３
月
６
日
㈰
／
塩
田（
塩
田
公
民
館
）

●
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午（
浦
里
・
室

賀
・
小
泉
は
午
後
１
時
〜
４
時
）

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

TEL
23
・
５
４
６
６

　
　

丸
子
地
域
事
務
所

　
　

TEL
42
・
１
０
３
７

　
　

真
田
地
域
事
務
所

　
　

TEL
72
・
４
３
３
０

　
　

武
石
地
域
事
務
所

　
　

TEL
85
・
２
８
２
８

出
産
・
転
入
の
場
合
は

子
ど
も
手
当
の
申
請
を

　

子
ど
も
手
当
の
申
請
を
し
て
い
な
い
方

や
、
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
、
上
田
市

へ
転
入
し
た
ば
か
り
で
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
方
な
ど
は
認
定
請
求
を
し
て
く
だ

さ
い
。
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
受
給
中
の
方
に
は
、
平

成
22
年
10
月
〜
23
年
１
月
分
ま
で
の
子
ど

も
手
当
を
２
月
10
日
に
指
定
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

上
田
市
長
財
産
区

議
会
議
員
一
般
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
上
田
市
長
財
産
区
議

会
議
員
一
般
選
挙
を
平
成
23
年
３
月
３
日

㈭
告
示
、
３
月
８
日
㈫
投
票
の
日
程
で
執

行
し
ま
す
。

　

選
挙
に
立
候
補
ま
た
は
投
票
で
き
る
方

は
、次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

●
立
候
補
で
き
る
方　

長
財
産
区
の
区
域

内
に
住
所
を
有
し
、
上
田
市
議
会
議
員

の
選
挙
権
を
有
す
る
年
齢
25
歳
以
上
の

方

　

立
候
補
届
出
書
類
は
、
上
田
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
、
お
よ
び
真
田
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま

す
。

◇
立
候
補
届
出
手
続
説
明
会

●
日
時　

２
月
25
日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜

10
時

●
場
所　

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
３
階

３
０
１
会
議
室（
事
前
審
査
、
受
付
も

同
会
場
）

◇
立
候
補
届
出
書
類
事
前
審
査

●
日
時　

２
月
25
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

◇
立
候
補
届
出
の
受
付

●
日
時　

３
月
３
日
㈭
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

●
投
票
で
き
る
方　

平
成
22
年
12
月
２
日

ま
で
に
住
民
登
録
を
し
て
引
き
続
き
、

長
財
産
区
の
区
域
内
に
住
所
の
あ
る
、

平
成
３
年
３
月
９
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

TEL
23
・
５
４
３
８

女
性
の
た
め
の
暮
ら
し
の

中
の
悩
み
ご
と
相
談
所

　

女
性
人
権
擁
護
委
員
が
、
暴
力
や
セ
ク

ハ
ラ
、
子
ど
も
同
士
の
い
じ
め
、
家
庭
内

の
悩
み
ご
と
な
ど
で
お
困
り
の
女
性
の
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す（
予
約
不
要
）。

●
日
時　

２
月
24
日
㈭
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

　

上
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
長
野

地
方
法
務
局
上
田
支
局
内
）

　
　

TEL
23
・
２
０
０
１

信
州
に
泊
ま
ろ
う
！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
「
信
州
に
泊
ま
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を

４
月
30
日
㈯
ま
で
実
施
し
ま
す
。期
間
中
、

県
内
の
登
録
さ
れ
た
宿
泊
施
設
に
泊
ま
る

と
、
抽
選
で
８
８
８
名
に
無
料
宿
泊
券
、

　上田城をバックに、雪を持ち込んで作った特設会
場で、スキーやスノーボードによるストリート風の
パフォーマンスで冬の上田市を盛り上げましょう！
●日時　２月13日㈰午前10時～午後６時
●場所　上田城跡公園管理事務所前
●対象　小学生以上
●参加費　一人3,000円
●申し込み　事前にメール、または当日現地で。
　上田街中JIB SESSION実行委員会（関野）
　　TEL090･5312･9832
　　メール／ nitro.02.brash@gmail.com

JIBイベント
上田Snow Festa ROCK GATE 冬の陣

催し

お
知
ら
せ



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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県
産
品
、「
ア
ル
ク
マ
」グ
ッ
ズ
な
ど
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。「
お
も
て
な
し
企
画
」を
用
意

し
た
宿
泊
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
長
野
県
公
式
観
光
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

信
州
・
長
野
県
観
光
協
会

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
４
・
７
２
１
９

催
し

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

第
11
回

武
石
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
祭

　

博
物
館
入
り
口
か
ら
館
庭
園
内
に
約

４
０
０
本
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯

す
、
冬
の
一
夜
の
幻
想
的
な
世
界
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
温
か
い
と
ん
汁
を
用
意

し
て
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
日
時　

２
月
６
日
㈰
午
後
６
時
〜
８
時

30
分

●
場
所　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

●
入
場
料　

無
料

　

武
石
教
育
事
務
所

　
　

TEL
85
・
２
０
３
０

　
　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

　
　

TEL
85
・
２
４
７
４

う
え
だ
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
日
時　

２
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
４
時（
20
日
は
午
後
３
時
ま

で
）

●
場
所　

上
田
文
化
会
館
ホ
ー
ル
・
展
示

室（
入
場
無
料
）

●
内
容
／
日
時　

人
権
作
品
・
資
料
の
展

示
／
両
日
、
人
権
作
品
表
彰
式
／
19
日

㈯
午
後
１
時
〜
、
講
演「
生
か
さ
れ
て

今
、
輝
く
命
」又ま
た

野の

亜
希
子
氏（「
マ
マ

の
足
は
車
イ
ス
」著
者
）／
19
日
㈯
午
後

２
時
〜生

涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

　
　
　
　

み
ん
な
の
人
権
セ
ミ
ナ
ー

◇
第
２
回

●
期
日　

２
月
16
日
㈬

●
講
演　
「
あ
た
り
前
だ
け
ど
、
私
の
人

生
の
主
人
公
は
ワ
タ
シ
」関
孝
之
氏（
精

神
障
が
い
者
退
院
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）

◇
第
３
回

●
期
日　

３
月
２
日
㈬

●
講
演　
「
部
落
問
題
の
解
決
に
向
け
て
」

山
崎
茂
氏（
部
落
解
放
同
盟
長
野
県
連

合
会
前
書
記
長
）

◇
共
通
事
項

●
時
間　

午
後
６
時
〜
７
時
30
分

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

●
定
員　

１
５
０
名
を
予
定

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

社
会
教
育
課　

TEL
42
・
６
６
８
２

生
老
病
死
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

２
０
１
０
年
度
公
開
講
座

　

私
た
ち
の
生
老
病
死
を
と
り
ま
く
状
況

と
、
そ
の
向
き
合
い
方
を
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。（
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応

援
事
業
）

●
日
時　

２
月
19
日
㈯
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所　

長
野
大
学
４

－

２
０
４
教
室

●
講
演　
「
生
老
病
死
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
」

飯
島
恵け
い

道ど
う

氏（
東と
う

昌し
ょ
う

寺
副
住
職
、
元
看

護
士
）

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
し
込
み　

不
要

　

上
田
・
生
と
死
を
考
え
る
会（
長
野

大
学
小
高
研
究
室
）　

　
　

TEL
39
・
０
０
３
４

環
境
講
演
会

　

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
観
点
か
ら
、

太
陽
光
発
電
や
小
水
力
発
電
な
ど
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
取
り

組
む
べ
き
課
題
を
学
び
、
地
域
で
何
が
で

き
る
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

２
月
25
日
㈮
午
後
1
時
30
分
〜

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
講
演　
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
動
向
と

地
域
で
の
取
り
組
み
」飯
田
哲
也
氏（
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
所
長
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

自
殺
予
防
の
た
め
の

精
神
保
健
福
祉
講
演
会

　

自
殺
者
は
、
平
成
10
年
か
ら
12
年
間
連

続
し
て
３
万
人
を
超
え
る
大
変
憂
慮
す
べ

き
状
態
が
続
い
て
い
て
、
県
内
も
平
成
20

年
は
自
殺
者
が
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
、
県
民
一

人
ひ
と
り
が
自
殺
の
問
題
に
関
心
を
持

ち
、
社
会
全
体
で
自
殺
予
防
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

●
日
時　

３
月
８
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

上
田
合
同
庁
舎
講
堂

●
内
容　

長
野
県
の
自
殺
の
現
状
と
対

策
、
講
演「
死
ん
で
は
い
け
な
い
〜
生

き
る
力
の
再
発
見
〜
蜘く

蛛も

の
糸
で
の
取

組
」佐
藤
久
男
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蜘
蛛
の

糸
理
事
長
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

３
月
３
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
へ
。

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課　

TEL
25
・
７
１
４
９

お
知
ら
せ
／
催
し
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講
演
会「
子
ど
も
と

ケ
ー
タ
イ
・
ネ
ッ
ト
」

　

ケ
ー
タ
イ
や
ネ
ッ
ト
を
賢
く
安
全
に
使

う
た
め
に
、
大
人
が
子
ど
も
た
ち
に
教
え

る
こ
と
、
気
を
つ
け
る
こ
と
な
ど
を
お
話

い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時　

２
月
26
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
講
師　

尾
花
紀
子
氏（
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ェ
、
ネ
ッ
ト
教
育
ア
ナ
リ
ス

ト
）

●
参
加
費　

無
料

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
と

お
は
な
し
会

◇
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

図
書
館
で
除
籍
に
な
っ
た
本
を
希
望
者

に
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

◇
お
は
な
し
会

　
「
エ
プ
ロ
ン
マ
マ
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
19
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

◇
共
通
事
項

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

お
は
な
し
広
場
と

お
り
が
み
教
室

　

ミ
ミ
ー
ル
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
は

な
し
広
場
と
、
お
り
が
み
教
室
で
の
お
ひ

な
様
づ
く
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
19
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

●
場
所　

真
田
図
書
館
児
童
図
書
コ
ー

ナ
ー

●
対
象　

幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
児
童

●
参
加
費　

無
料

　

真
田
図
書
館　

TEL
72
・
８
０
８
０

講
座･

教
室

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

自
宅
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で

栽
培
し
ま
せ
ん
か

◇
野
菜
づ
く
り
教
室（
全
10
回
）

　

基
礎
的
な
こ
と
を
中
心
に
、
土
作
り
か

ら
収
穫
ま
で
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

●
期
日　

３
月
９
日
〜
11
月
16
日
の
水
曜

日（
気
候
、
生
育
状
況
等
に
よ
り
日
程

が
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

◇
花
づ
く
り
園
芸
教
室（
全
10
回
）

　

自
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
、
庭
先
な
ど
で
き
れ

い
な
花
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
季
節
に

合
わ
せ
た
花
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

●
期
日　

月
曜
日
コ
ー
ス（
初
回
３
月
７

日
）、火
曜
日
コ
ー
ス（
初
回
３
月
８
日
）

各
コ
ー
ス
平
成
24
年
３
月
初
旬
ま
で
。

◇
共
通
事
項

●
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

上
田
市
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

各
30
名（
先
着
順
）

●
受
講
料　

１
０
０
０
円（
原
材
料
費
等

は
別
途
自
己
負
担
）

●
申
し
込
み　

２
月
14
日
㈪
〜
25
日
㈮
に

電
話
で
農
政
課
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

第
３
回

「
信
州
上
田
の
偉
人
」講
座

　
「
ふ
る
さ
と
上
田
に
は
偉
大
な
先
達
者

た
ち
が
い
た
！
」上
田
市
出
身
ま
た
は
縁

の
人
物
で
、
国
内
や
世
界
で
活
躍
し
た
先

達
者
を
テ
ー
マ
に
、
人
物
像
や
業
績
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

●
日
時　

２
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所

●
講
演　
「
弱
き
者
の
友
た
れ
〜
民
生
委

員
制
度
の
創
設
者
〜
小
河
滋
次
郎
」横

沢
瑛え
い

氏（
元
上
田
市
誌
執
筆
編
さ
ん
委

員
）

●
定
員　

先
着
１
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

２
月
10
日
㈭
以
降
、
電
話

で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

第
５
回

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

●
日
時　

２
月
21
日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時

（
１
時
30
分
受
付
開
始
）

●
内
容　

講
演「
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
の

就
労
支
援
に
つ
い
て
」山
本
大
輔
氏（
若

催
し
／
講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ナ
ノ

相
談
員
）、
交
流
、
意
見
交
換
な
ど
。

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
対
象　

ひ
き
こ
も
り
の
方
が
い
る
家
族

●
申
し
込
み　

２
月
18
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
健
康
推
進
課
へ
。

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

子
育
て
応
援
講
座

楽
し
い
ひ
な
ま
つ
り

　

ひ
な
祭
り
の
料
理
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

２
月
24
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
講
師　

菊
地
貴
美
子
氏（
製
菓
衛
生
師
）

●
定
員　

15
名（
託
児
あ
り
）

●
受
講
料　

１
０
０
円

●
材
料
費　

７
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
マ

ス
ク

●
申
し
込
み　

２
月
７
日
㈪
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
神
川
地
区
公
民
館
へ
。

　

神
川
地
区
公
民
館

TEL
25
・
１
６
８
２

大きく育て
メタセコイアの木とともに！

長瀬保育園

　長瀬保育園は、国道154号から東側に
入った、閑静な住宅街の中にある八角屋
根の保育園です。認可を受けた昭和31年
当時の長瀬保育園は、長津瀬神社に隣接し
ていましたが、昭和51年、旧長瀬小学校
の改築移転に伴い、現在の地に建て替えら
れました。現在、０歳からの園児94人が、
毎日元気に通っています。広い園庭には「生
きている化石」と言われるメタセコイアの
木があります。この木は、昭和31年度の
長瀬小学校の卒業生が、メタセコイアのよ
うに、児童たちにすくすくと真っすぐ大き
く成長してほしいという願いを込めて、記
念樹として植えたものだそうです。
　長瀬地域には「子どもたちを大事にする」
という気持ちが根付いており、園からの発

信だけでなく、地域の方から声をかけてい
ただいて行う交流も盛んです。その一つが、
延命地蔵尊

そん

のお祭りです。祭りの由来を地
域の方から聞いた後、「健康で大きくなりま
すように」と園児一人ずつお堂の鐘をつい
て成長を祈ります。もう一つは、地域の健
康クラブのおばあちゃんたちとの「ふれあ
い遊び」や「運動遊び」です。笑顔で手をつ
なぎ、世代を越えた交流を楽しんでいます。
　また、園では、食育を大切な保育方針の
柱の一つとして据えています。園の近くに
借りている「わんぱく畑」では、地域の方に
教えていただき、野菜の種まきから収穫ま
でを体験しています。食を通して豊かな人

間性を育み、色々な
方からたくさんの愛
情をいただき、園庭
のメタセコイアのよ
うに地にしっかりと
根を張り元気に成長
している長瀬保育園
の子どもたちです。

僕の・私の育てた大根だよ！

メタセコイアの木に見守
られて遊ぶ子どもたち

＜広告欄＞
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子
育
て
応
援
講
座

入
園
お
め
で
と
う
講
座

　

入
園
時
に
必
要
な
袋
物
作
り
を
し
ま

す
。

●
期
日　

２
月
14
日
㈪
・
21
日
㈪
・
25
日

㈮
の
い
ず
れ
か
1
回

●
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
講
師　

小
出
せ
つ
子
氏（
布
工
房
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）ほ
か

●
定
員　

各
10
名（
託
児
あ
り
）

●
受
講
料　

各
１
０
０
円

●
持
ち
物　

作
り
た
い
袋
物
の
布
と
付
属

品
、
規
格
書
・
裁
縫
道
具
・
ミ
シ
ン（
あ

る
人
）

●
申
し
込
み　

２
月
７
日
㈪
以
降
、
電
話

で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

ク
リ
エ
イ
タ
ー
養
成
講
座 

新
映
像
塾
２
０
１
０

　

Ｄ
Ｔ
Ｐ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
養
成
の
た

め
、
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎
か
ら
応
用
、
ウ
ェ

ブ
制
作
ま
で
の
全
般
知
識
を
習
得
し
ま

す
。

●
日
時　

３
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
・
12
日

㈯
・
13
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

デ
ザ
イ
ン
制
作
の
仕
事
に
興
味

が
あ
り
、
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作

が
で
き
る
方

●
定
員　

20
名（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
受
講
料　

１
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

　

詳
し
く
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

ブ
ロ
グ
作
成
セ
ミ
ナ
ー

（
全
３
回
）

　

上
田
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
上
田
紬
を
題

材
に
、
写
真
入
り
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ

ロ
グ
を
作
成
し
ま
す
。
上
田
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
方
向
け
の
講
座
で
す
。

●
日
時
・
内
容　

①
２
月
24
日
㈭
午
後
１

時
〜
４
時
／
ブ
ロ
グ
に
つ
い
て
知
ろ
う

〜
ブ
ロ
グ
作
成
体
験
〜
、
②
３
月
３
日

㈭
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
／
写
真

撮
影
の
講
義
と
紬
工
房
取
材
、
商
品
撮

影（
移
動
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
使
用
）、

③
３
月
10
日
㈭
午
後
１
時
〜
４
時
／
写

真
の
補
正
と
レ
ポ
ー
ト
ブ
ロ
グ
作
り
。

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
経
験
者

●
定
員　

16
名

●
料
金　

３
５
０
０
円（
以
前
こ
の
講
座

の
参
加
者
２
５
０
０
円
）

●
持
ち
物　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、三
脚（
貸

し
出
し
有
）。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

　

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
楽
し
く
冬

季
間
の
運
動
不
足
解
消
を
し
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

●
日
時　

２
月
20
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時

●
場
所　

菅
平
高
原
パ
イ
ン
ビ
ー
ク
オ
オ

マ
ツ
ス
キ
ー
場（
現
地
集
合
）

●
参
加
費　

１
回
／
大
人
〜
中
学
生
ま
で

３
０
０
０
円
、
小
学
３
〜
６
年
生
ま
で

１
０
０
０
円（
リ
フ
ト
券
・
保
険
を
含

む
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局
へ
。

　

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
72
・
２
６
５
７

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会

●
日
時　

２
月
22
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

●
場
所　

丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

３
階
会
議
室

●
対
象　

収
容
人
員
が
３
０
０
人
以
上

の「
特
定
防
火
対
象
物
」の
防
火
管
理
者

で
、
過
去
５
年
以
内
に
未
講
習
の
方

●
定
員　

先
着
80
名

●
受
講
料　

会
員
１
５
０
０
円
、
一
般

２
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

２
月
７
日
㈪
午
前
９
時
以

降
、
消
防
本
部
予
防
課
ま
た
は
東
御
・

丸
子
・
真
田
・
依
田
窪
南
部
消
防
署
へ
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
予
防

課　

TEL
26
・
０
０
２
９

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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上
田
城
は
、
㈶
日
本
城
郭
協

会
が
、
平
成
18
年
に
選
定
し
た

日
本
１
０
０
名
城
に
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
協
会
が

設
立
40
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
公
募
し
、
歴
史
や
建
築
の
専

門
家
な
ど
に
よ
り
選
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
歴
史
公
園

１
０
０
選
に
上
田
城
跡
公
園

が
、
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
都
市
公
園
法
施
行
50
周
年

を
記
念
し
て
、
日
本
公
園
緑
地

協
会
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委

員
会
が
、
平
成
18
年
と
19
年
の

わ
っ
た
松
平
氏
が
、
以
後
明
治

維
新
ま
で
城
主
と
な
り
ま
す
。

昭
和
９
年
に
は
、
上
田
城
跡
と

し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、

石
垣
の
上
に
立
つ
南
北
西
の
三

つ
の
櫓
は
、
34
年
に
県
宝
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

６
年
に
は
、
東
虎こ

口ぐ
ち

櫓
門
が
復

元
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
公
園
と
し
て
は
、
明
治

12
年
に
松
平
神
社（
現
・
真
田

神
社
）が
つ
く
ら
れ
、
大
正
12

年
に
現
・
市
民
会
館
の
場
所
に

上
田
市
公
会
堂
が
建
設
さ
れ
ま

す
。
昭
和
25
年
に
南
櫓
が
市
立

博
物
館
と
し
て
開
館
し
、
動
物

園
も
開
設
さ
れ
、
37
年
に
は
山

本
鼎
記
念
館
が
開
館
し
ま
す
。

翌
38
年
に
、
現
在
の
市
民
会
館

が
建
設
さ
れ
、
56
年
に
二
の
丸

堀
跡
の
け
や
き
に
囲
ま
れ
た
遊

歩
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
平
成

16
年
に
櫓
下
の
芝
生
広
場
や
駐

車
場
が
完
成
し
、
千
本
桜
ま
つ

り
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
現
在
の
公

園
に
至
り
ま
す
。

春の千本桜まつりでにぎわう
上田城の南北櫓と櫓門。

二の丸堀跡の遊歩道。
散策する市民や観光客も多い。

上田城　上田城跡公園
日本100名城　日本の歴史公園100選

２
回
選
定
し
た
も
の
で
、
全
国

で
２
５
０
の
公
園
が
選
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

上
田
城
は
、
天
正
11
年

（
１
５
８
３
）、
真
田
昌
幸
に

よ
っ
て
築
城
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
慶
長
５
年（
１
６
０
０
）の

関
ケ
原
の
戦
い
後
、
徳
川
方
に

よ
り
破
壊
廃
城
さ
れ
ま
す
。
そ

の
後
元
和
８
年（
１
６
２
２
）

に
、
仙
石
氏
が
城
主
と
な
り
、

復
興
さ
れ
、
現
在
ま
で
残
る
櫓や
ぐ
ら

が
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
宝
永
３
年

（
１
７
０
６
）に
仙
石
氏
か
ら
替

＜広告欄＞
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家
庭
介
護
教
室
・
公
開
講
座

◇
第
４
回
家
庭
介
護
教
室

●
日
時　

２
月
16
日
㈬
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

長
野
病
院
地
域
医
療
研
修
セ
ン

タ
ー
３
階
講
堂

●
内
容　

介
護
者
の
ス
ト
レ
ッ
チ
〜
肩
こ

り
・
腰
痛
に
関
し
て
〜

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
長
野

病
院
へ
。

◇
第
56
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

２
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

長
野
病
院
研
修
棟
３
階
講
堂

●
講
演　
「
お
口
の
中
の
が
ん
に
つ
い
て
」

◇
共
通
事
項

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
代

無
料
）

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

募
集

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

23
年
度
外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）を
募
集

●
募
集
人
数　

３
名

●
応
募
資
格　

日
本
国
籍
以
外
の
方
。
市

内
小
中
学
校
へ
通
勤
が
可
能
な
方
。
大

学
以
上
を
卒
業
し
英
語
指
導
経
験
を
有

す
る
方
。
日
本
で
の
就
労
資
格
の
あ
る

方
。現
在
他
者
と
の
契
約
中
の
場
合
は
、

契
約
が
確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。
日
本

語
で
日
常
会
話
が
で
き
る
方
。

●
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31

日
●
勤
務
場
所　

市
内
小
中
学
校

●
勤
務
内
容　

小
中
学
校
で
の
英
語
指
導

の
補
助
業
務

●
勤
務
条
件　

休
業
日
を
除
く
月
〜
金
曜

日
で
、
原
則
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
15
分

●
給
与　

上
田
市
非
常
勤
職
員
設
置
要
綱

に
よ
る
。

●
応
募
方
法　

応
募
用
紙（
学
校
教
育
課

お
よ
び
各
地
域
教
育
事
務
所
に
あ
り
、

上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

可
）、
ま
た
は
一
般
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類（
日
本
で

の
就
労
査
証
の
写
し
。
最
終
学
校
卒
業

証
明
書
の
写
し
、
ま
た
は
そ
れ
に
該
当

す
る
も
の
。
現
在
契
約
中
の
場
合
は
、

契
約
期
間
の
わ
か
る
契
約
書
の
写
し
）

を
添
付
の
上
、学
校
教
育
課（
〒
３
８
６

－

０
０
２
５　

天
神
２

－

４

－

74
）へ
。

●
応
募
締
切　

２
月
25
日
㈮

●
選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び
面
接
に

よ
り
選
考
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
課　

TEL
23
・
５
１
０
１

内
職
の
求
人
を
考
え
る

事
業
者
を
募
集

　

上
小
地
方
事
務
所
で
は
、
育
児
や
介
護

等
に
よ
り
就
労
が
難
し
い
方
の
た
め
、
内

職
求
人
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

簡
単
な
仕
事
を
内
職
で
…
と
お
考
え
の

事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
上
小
地
方
事
務
所

商
工
観
光
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

上
小
地
方
事
務
所
商
工
観
光
課

　
　

TEL
25
・
７
１
４
０

上
田
市
、
東
御
市
に
あ
る

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

●
募
集
期
間　

２
月
23
日
㈬
〜
３
月
４
日

㈮
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
曜

日
も
申
し
込
み
可
）

●
受
付
場
所　

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
上

田
管
理
セ
ン
タ
ー
（
上
田
合
同
庁
舎
南

棟
内
）

　

詳
細
は
、
２
月
中
旬
以
降
、
住
宅
供
給

公
社
へ
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
長
野

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
上
田
管
理
セ

ン
タ
ー　

TEL
29
・
７
０
１
０

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
う
え
だ
１
月
16
日
号
７
ペ
ー
ジ
掲

載
の「
マ
マ
の
た
め
の
カ
ン
タ
ン
手
作
り

講
座
◇
お
弁
当
編
」の
開
催
日
時
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は「
２
月
27
日

㈰
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
」で
す
。

　

訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

　

塩
田
公
民
館　

TEL
38
・
６
８
８
３

講
座
・
教
室
／
募
集

＜広告欄＞



わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

19

　

地
蔵
尊そ
ん

や
石
碑
、
道
祖
神
や
学
校
跡
な
ど
地
域
に
あ
る
史
跡
を
散

策
す
る
５
㎞
と
９
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備
し
た
上
長

瀬
、
町
組
、
下
長
瀬
の
３
自
治
会
で
構
成
す
る
長
瀬
地
区
自
治
会
連

合
会
。「
地
元
に
あ
る
史
跡
の
い
わ
れ
な
ど
を
知
っ
て
い
る
人
が
少
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
散
策
コ
ー
ス
を
つ
く
れ
ば
、
地
域
の
人
に
も

知
っ
て
も
ら
え
る
し
、
学
ぶ
き
っ
か
け
に
も
な
る
」と
、
取
り
組
み

の
理
由
を
話
し
て
く
れ
た
の
は
、連
合
会
長
の
宮
坂
靜
雄
さ
ん
で
す
。

　

事
業
の
ス
タ
ー
ト
は
、
平
成
20
年
か
ら
。
３
自
治
会
で
分
担
し
、

地
域
に
あ
る
史
跡
の
資
料
を
丸
子
史
料
研
究
会
と
も
連
携
し
て
ま

と
め
ま
し
た
。
地
図
に
史
跡
の
位
置
を
落
と
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、

そ
の
後
、
史
跡
を
結
ぶ
コ
ー
ス
を
設
定
。
ま
た
、
地
元
企
業
に
協

賛
を
呼
び
か
け
、
寄
付
金
も
集
め
ま
し
た
。
５
㎞
コ
ー
ス
の
史
跡

の
説
明
や
コ
ー
ス
案
内
の
看
板
を
製
作
し
、
21
年
に
設
置
し
ま
し

た
。「
看
板
を
設

置
し
て
、
実
際

に
コ
ー
ス
を
歩

い
て
み
る
と
、

史
跡
周
辺
な
ど

草
刈
り
が
必
要
な
場
所

も
出
て
き
て
、
地
域
の

環
境
整
備
に
も
つ
な
が

り
ま
し
た
」と
宮
坂
さ
ん
。

22
年
に
は
、
９
㎞
コ
ー

ス
看
板
の
設
置
も
行
い
、

「
な
が
せ
み
ち
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
て
、

地
域
の
全
世
帯
に
配
布
し

ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
会

ご
と
に
史
跡
を
め
ぐ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
行
い
、
11
月
に
開
催
し
た

町
組
自
治
会
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
約
35
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

宮
坂
さ
ん
は「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
開
発
し
て
、
他
地
区
の

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
史
跡
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す

し
、
長
瀬
地
域
の
人
の
交
流
が
生
ま
れ
、
広
範
囲
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
れ
た
と
思
い
ま
す
」と
い
い
ま
す
。
今
年
は
、
子
ど
も

た
ち
に
も
歩
い
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
の
児
童
会
な
ど
に

呼
び
か
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

長
瀬
地
域
の
人
の

交
流
が
生
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。

長瀬地区自治会連合会

宮
坂
靜
雄
さ
ん　

み
や
さ
か
・
し
ず
お

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

長瀬地区自治会連合会の「史跡
散策ウォーキングコースの開発
事業」は、わがまち魅力アップ
応援事業の採択を20年度に受
け、３年目の事業が進められて
います。自治会役員や、消防団、
民生児童委員、健康推進委員、
ボランティアなど20名ほどで
構成する長瀬地区協議会を中心
に活動してきました。大石に刻
まれた双

そう

体
たい

道祖神や、長瀬地区
最古の寺子屋跡の水

すい

石
せき

山
ざん

長
ちょう

昌
しょう

寺
じ

など地域の史跡を巡る２コース
を設定。38枚の看板を設置し
ています。来年度はコース全体
を紹介した総合看板を、発着地
点となる長瀬市民センターに設
置する予定です。

＜広告欄＞
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四
ツ
葉
ス
ケ
ッ
チ

蔵王町から協力の署名

　真田図書館が開館して初めての「おは
なし広場」が12月25日、同図書館内の児
童図書コーナーなどで開催されました。
おはなし広場では、旧真田図書室の頃か
ら小さな子どもを対象に、毎月第３土曜
日に読み聞かせなど行ってきました。
　新図書館では、「真田図書館サポーター
の会」運営部会の皆さんを中心に、年間を
通じて企画開催します。この日は、開館記
念として、また子どもたちへのクリスマ
スプレゼントとして、同会に所属する市
内７グループと個人がすべて集合。民話・
絵本の読み聞かせや、パネルシアター、紙
芝居、腹話術などを、約90人の親子連れ
の参加者を前に披露しました。また、玄関

前駐車場では餅つきも
行われ、つきたての餅
が参加者にふるまわれ
ました。
　真田図書館では、こ
れからもボランティア
の皆さんと協力して、
多くの方に図書館へ足
を運んでもらえるイベ
ントを企画していく予
定です。

活
発
な
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動

新
図
書
館
で
お
は
な
し
広
場

幸村公の大河ドラマ実現への署名30万突破

　

市
で
は
、民
・
官
協
働
に
よ
り
真

田
幸
村
公
を
主
人
公
と
し
た
大
河
ド

ラ
マ
の
実
現
を
目
指
す
署
名
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。市
の
依
頼
に

こ
た
え
、全
国
の
真
田
氏
ゆ
か
り
の

市
町
村
な
ど
か
ら
多
く
の
署
名
が
届

い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、宮
城
県
蔵
王
町
の

村
上
英ひ
で

人と

町
長
が
12
月
22
日
、市
役

所
を
訪
れ
、同
町
で
集
め
た
署
名

１
万
２
０
０
０
人
分
を
母
袋
市
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。同
町
は
、大
坂
夏
の

陣
の
際
に
、仙
台
藩
伊だ

達て

政
宗
の
重

臣
・
片
倉
重し
げ

綱つ
な

に
託
さ
れ
た
真
田
幸

村
の
次
男
大
八
が
、後
に
伊
達
家
の
家
臣
と
な
り
同
町
内

に
領
地
を
与
え
ら
れ
、仙
台
真
田
家
と
し
て
存
続
し
た
と

さ
れ
る
真
田
氏
ゆ
か
り
の
地
で
す
。

　

同
町
で
は
、歴
史
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
て
、町
の
全
人
口
約
１
万
３
０
０
０
人
の
９
割
を
超
え

る
署
名
を
集
め
ま
し
た
。村
上
町
長
は「
今
回
改
め
て
真

田
氏
と
の
縁
を
整
理
し
て
、町
民
に
知
っ
て
も
ら
う
良
い

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」。

　

母
袋
市
長
は「
こ
れ
で
30
万
人
を
超
え
ま
し
た
。大
河
ド

ラ
マ
の
実
現
は
こ
れ
か
ら
が
勝
負
ど
こ
ろ
。真
田
氏
と
関

係
の
あ
る
全
国
の
市
町
村
と
連
携
し
て
い
き
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。

ゲーム『戦国BASARA３』真田幸村
ⒸCAPCOM CO.,LTD. 2010 ALL RIGHTS RESERVED.

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、４
地
域
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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四
ツ
葉
ス
ケ
ッ
チ

　元日の午前10時30分から、新春恒例の元
がん

旦
たん

マラソンが丸子総合体育館と丸子北小学校の
２会場をスタート・ゴールに開催されました。
丸子地域体育指導委員会、丸子地域の各ス
ポーツ少年団役員の運営協力により行われる
このマラソンは、一年最初の地域に愛される
イベントとして、毎年多くの方が参加してい
ます。
　今年の参加者は約300人。新年のあいさつ
を交わし、1.5㎞と３㎞のどちらかのコース
を選んで、家族や友だちと笑顔でスタートし
て行きました。
　参加者の中には、21年連続出場の方や、小
さな子どもと手をつなぎながら走る親子、ま
た愛犬と一緒に出場した方もいました。
　当日は天候に恵まれ、日差しに照らされた
ランナーたちが、寒さを吹き飛ばす勢いで、さ
わやかにゴールを駆け抜けました。

第
37
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

さ
わ
や
か
に
ス
タ
ー
ト

　

昭
和
55
年
の
開

設
か
ら
今
シ
ー
ズ

ン
で
30
周
年
を
迎

え
た
武
石
番
所
ヶ

原
ス
キ
ー
場
で
12

月
22
日
、ス
キ
ー

場
開
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

シ
ー
ズ
ン
中
の

リ
フ
ト
の
安
全
運

行
と
利
用
者
の
無

事
故
を
祈
念
し
て
神
事
が
行
わ
れ
、管
理
運
営
す
る
武
石

開
発
公
社
の
石
黒
理
事
長
や
指
導
員
と
し
て
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
武
石
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
清
住
会
長
ら
が
、あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
一
部
滑
れ
な
い
斜
面
が
あ
り
、予
定
し
て
い
た

武
石
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

滑
走
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、全
面
滑
走
可
能
と
な
っ

た
年
末
以
降
、家
族
連
れ
な
ど
が
銀
世
界
の
中
で
ス
キ
ー

や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ス
キ
ー
場
で
は
、50
歳

以
上
の
ス
キ
ー
経
験
者
に

カ
ー
ビ
ン
グ
ス
キ
ー
の
技

術
を
習
得
し
て
も
ら
う
た

め「
シ
ニ
ア
の
ス
キ
ー
を

楽
し
む
会
」を
開
催
し
て
お

り
、ス
キ
ー
か
ら
離
れ
て

い
た
方
の
再
デ
ビ
ュ
ー
の

き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。１
０
０
０
ｍ
の
ロ
ン

グ
コ
ー
ス
を
備
え
、フ
ァ
ミ

リ
ー
か
ら
上
級
者
ま
で
楽

し
め
る
武
石
番
所
ヶ
原
ス

キ
ー
場
へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

武石番所ヶ原スキー場でスキー場開き

シニア向けの教室も開催中
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平成23年上田市成人式

久
し
ぶ
り
の
再
会

厳かな式典で

クラスごとに
記念写真の撮影

上田
文化会館

上田
創造館

武石
公民館

上野が丘
公民館
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　１月９日、上田市成人式が市内
７会場で開催され、新成人1,551
人のうち1,220人（78.7％）が出席
しました。
　市、市教育委員会、成人式実行
委員会が主催した式典は、式辞、
中学時代の恩師によるメッセー
ジ、代表者の誓いの言葉などが、
実行委員の司会で滞りなく進行。
　華やかな振り袖やスーツに身を
包んだ新成人たちが、新たな誓い
を胸に、成人としての第一歩を踏
み出しました。

懐かしの仲間と
携帯で

恩師と
の再会

に

思わず
・・・

圧巻！
学年全員での
記念撮影

恒例の抽選会

丸子
文化会館

真田
中央
公民館

JA
モルティ
しおだ
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No.

上
田
に
も
ト
キ
飛
来
！

提
供
／
百
瀬
邦
昭
さ
ん（
福
田
）

　

百
瀬
邦
昭
さ
ん
が
、「
ト
キ
」を
カ
メ
ラ
に
収
め
た
の
は
昨
年

12
月
10
日
の
午
前
の
こ
と
。
犬
を
通
じ
て
親
し
く
な
っ
た
築
地

池
の
近
く
に
住
む
知
人
が
、
百
瀬
さ
ん
が
写
真
を
撮
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
ト
キ
が
い
る
こ
と
を
家
ま
で
知
ら
せ
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

知
ら
せ
を
受
け
た
百
瀬
さ
ん
は
池
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
ト

キ
の
姿
は
な
く
、
醤
油
久
保
橋
方
面
へ
向
か
う
と
、
第
六
中
学

校
の
裏
の
田
ん
ぼ
で
サ
ギ
に
追
わ
れ
て
い
る
の
を
発
見
。

　

そ
の
後
、
ト
キ
が
築
地
池
に
降
り
立
っ
た
と
こ
ろ
を「
無
我

夢
中
で
撮
り
ま
し
た
。
50
ｍ
く
ら
い
ま
で
近
づ
い
た
と
思
い
ま

す
。
運
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
」。

　

そ
れ
か
ら
、
偶
然
、
創
造
館
に
来
て
い
た
鳥
に
詳
し
い
方
に

撮
っ
た
写
真
を
見
て
も
ら
い
、ト
キ
だ
と
確
信
し
た
百
瀬
さ
ん
。

写
真
を
き
っ
か
け
に
新
聞
、テ
レ
ビ
の
取
材
を
た
く
さ
ん
受
け
、

ト
キ
で
大
騒
ぎ
！
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
ト
キ
は
、
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
で
昨
年
11
月
に
放

鳥
さ
れ
た
う
ち
の
１
羽（
オ
ス
）で
、
県
内
で
は
12
月
６
日
に
佐

久
穂
町
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

烏帽子に向かって飛んでいるトキ

池の中を歩いているトキ
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